
Gaussian 09には、アカデミックサイトライセンス、コマーシャルサイトライセンス、メインテナンスプログラム

があります。取得したライセンスによって、使用できる人と使用できる場所が限られます。 

以下では、敷地Aと別の敷地Bをもつ組織を例にGaussian 09を使用できる人と使用できる場所をご説明致します。 

Gaussian 09 サイトライセンスの下でのご利用における注意 

 表1. 状況に応じたGaussian 09使用可否  図1. 許可される使用方法  

誰がどこで 
アカデミック組織の 
敷地A内のマシン 
上で実行する場合 

アカデミック組織のもつ 
別の敷地B内 

(例えば同大学複数キャンパス) 

のマシン上 で実行する場合 

敷地A・B以外 
(例えば出張先、自宅など) 
のマシン上 で実行する場合 

アカデミック組織に 
所属する人が使う 

○ 
G09アカデミック 

サイトライセンスが必要 

× × 
 

別の組織に 
所属する人が使う × × × 

■Gaussian 09 アカデミックサイトライセンス 

アカデミック組織の敷地AがGaussian 09 アカデミックサイトライセンスを取得している場合 

■Gaussian 09 コマーシャルサイトライセンス 

あるコマーシャル組織の敷地AがGaussian 09 コマーシャルサイトライセンスを取得している場合 

 表2. 状況に応じたGaussian 09使用可否  図2. 許可される使用方法  

誰がどこで 
コマーシャル組織の 
敷地A内のマシン 
上で実行する場合 

コマーシャル組織のもつ 
別の敷地B内 

(例えば同社別ロケーション) 

のマシン上 で実行する場合 

敷地A・B以外 
(例えば出張先、自宅など) 
のマシン上 で実行する場合 

コマーシャル組織に 
所属する人が使う 

○ 
G09コマーシャル 

サイトライセンスが必要 

○ 
G09コマーシャルサイトライセンス 
(同一組織の第二サイト用)が必要 

× 

別の組織に 
所属する人が使う × × × 

 表3. 状況に応じたGaussian 09使用可否  図3. 許可される使用方法  

誰がどこで 
コマーシャル/アカデミック 

組織の敷地A内のマシン 
上で実行する場合 

コマーシャル/アカデミック 
組織のもつ別の敷地B内 

(例えば同大学複数キャンパス、 

同社別ロケーション)の 
マシン上 で実行する場合 

敷地A・B以外 
(例えば出張先、自宅など) 
のマシン上 で実行する場合 

コマーシャルまたは 
アカデミック組織に 
所属する人が使う 

○ 
G09コマーシャル 

サイトライセンスが必要 

○ 
G09コマーシャルサイトライセンス 
(同一組織の第二サイト用)が必要 

× 

別の組織に 
所属する人が使う 

○ 
メインテナンスプログラムへの 

参加が必要 

× × 

■Gaussian 09 コマーシャルサイトライセンス + メインテナンスプログラムへの参加 

あるコマーシャルまたはアカデミック組織の 敷地Aが Gaussian09 コマーシャルサイトライセンスを取得していて、 

且つメインテナンスプログラムへも参加している場合 



以前のGaussian 03 では、コマーシャルサイトライセンスとメインテナンスプログラムにおいてGaussian 09 の

場合と比べて利用できる人と利用できる場所が異なります。 

以下では敷地Aと別の敷地Bをもつ組織を例に、Gaussian03 を使用できる人と使用できる場所をご説明致します。 

■Gaussian 03 アカデミックサイトライセンス 

アカデミック組織の敷地AがGaussian 03 アカデミックサイトライセンスを取得している場合 

 表4. 状況に応じたGaussian 03使用可否  図4. 許可される使用方法  

誰がどこで 
アカデミック組織の 
敷地A内のマシン 
上で実行する場合 

アカデミック組織のもつ 
別の敷地B内 

(例えば同大学複数キャンパス) 

のマシン上 で実行する場合 

敷地A・B以外 
(例えば出張先、自宅など) 
のマシン上 で実行する場合 

アカデミック組織に 
所属する人が使う 

○ 
G03アカデミック 

サイトライセンスが必要 

× × 
 

別の組織に 
所属する人が使う × × × 

■Gaussian 03 コマーシャルサイトライセンス 

あるコマーシャル組織の敷地AがGaussian 03 コマーシャルサイトライセンスを取得している場合 

 表5. 状況に応じたGaussian 03使用可否  図5. 許可される使用方法  

誰がどこで 
コマーシャル組織の 
敷地A内のマシン 
上で実行する場合 

コマーシャル組織のもつ 
別の敷地B内 

(例えば同社別ロケーション) 

のマシン上 で実行する場合 

敷地A・B以外 
(例えば出張先、自宅など) 
のマシン上 で実行する場合 

コマーシャル組織に 
所属する人が使う 

○ 
G09コマーシャル 

サイトライセンスが必要 

○ 
敷地Bは第二サイトとしてGaussian社の 

認定を受ける必要がある 

× 

別の組織に 
所属する人が使う ○ 

無償利用のみ 

× × 
※Gaussian 03 コマーシャルサイトライセンスでは、サービス料・料金・ロイヤリティ・支払い等といった名目で第三者に

対しGaussian 03 を有償で使用させたり、アクセスを許可するにはGaussian 社との別途契約が必要です。メインテナンス

プログラムへ参加することにより、上記の有償利用が可能となります。 

※Gaussian 09 になって新たに対応が必要となる一例 

ある敷地A内にある大学が、同敷地内の計算機センターの計算機上で学外研究者に対してGaussian 09を

利用させたい場合、大学はGaussian 03ではコマーシャルサイトライセンスのみを取得するだけで運用

できましたが、Gaussian 09ではコマーシャルサイトライセンスに加えてメインテナンスプログラムへ

の参加（有償）が必要となります。 

Gaussianメインテナンスプログラムの内容・価格等については次のページをご参照ください。 

Gaussian 03 サイトライセンスの下でのご利用における注意 



■Gaussian メインテナンスプログラムについて 

Gaussian, Inc. および弊社のメインテナンスプログラムについてお知らせ致します。 

Gaussian, Inc. が提供するメインテナンスプログラムには先進的なGaussian ユーザ様に必須となる、 

マイナーバージョンアップの迅速なご提供、メジャーバージョンアップのベータテストへの参加が含

まれており、且つ、Gussian, Inc より優先的な電話、メールによる技術サポートをうけるのに必要な

ライセンスとなります。ライセンスの新規導入及び、バージョンアップの際に是非とも合わせてのご

導入を強く推奨いたします。 

 

■Gaussian, Inc. が提供するメインテナンスプログラム 

Gaussian, Inc. は、メインテナンス契約をされたお客様へ以下のベネフィットをご提供いたします。 

 ご契約時にご指定頂く2 名のユーザ様に対し、優先的に電話及びE-Mail での技術サポートを提供さ 

せて頂きます。 マイナーバージョンアップは、リリースと同時に発送され、お手元に届きます。 

 将来リリースされるメジャーリリースを追加ライセンス無しに取得できます（こちらもリリースと 

同時に送付されます）。予定されているメジャーリリースに対し、ベータテスト段階からアクセス可

能です。 

 

■年間メインテナンス料金 

 ・Gaussian 年間メインテナンス : ￥1,554,000（税込）/年 

 ・GaussView 年間メインテナンス : ￥399,000（税込）/年 （プラットフォーム毎） 

 ・TCP Linda 年間メインテナンス : ￥315,000（税込）/年 （プラットフォーム毎） 

 

メインテナンス契約が適用されるライセンスはサイトライセンスに限られますが、既にお持ちのバー

ジョンと、契約中にリリースされる新しいバージョンは全てカバーされます。契約中のお客様が新た

に製品を購入しメインテナンスに加える場合、当該製品についてはサイトライセンスを取得する必要

があります。ただし、メインテナンス契約に製品を追加するにあたり、ライセンス購入以外に手続き

は必要ありません。 

 

■メインテナンス期間と契約条件 

Gaussian のメインテナンス契約をするには、必要な製品について現行バージョンのサイトライセン

スを取得しておく必要があります。所属する組織に応じてアカデミックと商用の2 種類があります。 

また、GaussView 及びLinda のメインテナンスにはそれぞれライセンスをご購入いただく必要がござ

います。 

Gaussian メインテナンスプログラムのご案内 



お問い合わせ 

複数のサイトライセンスを持つ場合、２箇所目以降のメインテナンスライセンス料金は半額とさせて

頂きます。メインテナンス契約は年間契約ベースで承ります。 

 

■Gaussian, Inc. テクニカルサポートスタッフ 

Dr. Douglas J. Fox ：テクニカルサポート部長 

Fox 博士は理論化学を専門とし、Gaussian 作者の一人です。 

Gaussian ワークショップでは毎回講師をされています。 

 

Dr. Fernando Clemente 

Clemente 博士は、膨大なGaussian 利用経験を活かし、お客様のテクニカル 

サポートを行っています。有機反応のメカニズムや触媒反応が専門です。 


